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かは人それぞれ。私は身近な先輩たち、上司を目標に成長したいと考えてい

る。多くの学会や展示会に参加し、幅広い分野の人と議論を交わし、新たな

応用研究テーマを考え出す。そしてその情報をIJI究チーム全員で共有する。

研究は1人では成り立たず、チーム内や異分野の人との議論を通して大きな

進歩が得られる。そう背中で教えられているような気がする。

女性が働きやすいことも入社の決め手

研究開発費がふんだんにあることに幸せを感じるし、自分の提案を進めてい

ける環境が整っているところに魅力を感じる。会社を選ぶ時、女性が働きやす

い職場であることも決め手の一つだつた。育児休暇を取得後、復帰して働い

ている先輩の女性研究者もいて、両立しやすい雰囲気を感じている。

未知未踏への挑戦を堂々と掲げている会社

私が所属する研究室では、大容量の情報を処理する光コンピュータの実現

に向けて、空間光変調器や、インテリジェントビジョンセンサの研究開発を

行つている。そのほか個々のデバイスの応用展開にも注力し、空間光変調

器はレーザ加工、顕微鏡、検眼鏡、多ビーム光ビンセットなどに、またインテ

リジェントビジョンセンサは光計測、FA、 回ボツトの視角システムなどにすで

に応用されている。このうち私の担当は、多ビーム光ピンセットに関する研

究。肉眼では確認できない光の位相を操作して、さまざまな新しい機能を実

現する。目で確認できない分、難しいのは当然だが、だからこそ研究のしが

いがあると感じている。

身近な先輩、上司を目標に成長したい

未知未踏の領域に挑戦し、新たな研究テーマを自ら生み出すこと。当社の研

究者なら誰もが目指すゴールだと思う。ただ、その領域にどのように到達する


